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■ 知識創造時代の経営学はオフィスを重視する必要がある

　経営学において「人」、つまり人材は重要な研究対象の一つでした。

個人の資質や行動の問題を扱うだけでなく、人と人との間のコミュニケー

ションパターンや組織構造を扱う組織論によって、有効な制度や戦略が

検討されてきたのです。

　経営問題を考える際に、個人の能力や、人と人とが集まったグループ

の能力が重視される一方で、オフィスについては、これまであまり注目され

ることがありませんでした。しかし、知識創造時代の経営を考えていくときに、

ワークプレイスも非常に大きなファクターになってくる。そう思ったきっかけ

は、科学知識社会学を勉強していたときに出会ったアクターネットワーク

セオリー（理論）でした。

●アクターネットワーク理論（Actor Network Theory）

人が何か行動をするときには、他の人との間だけではなく、モノ（道具や環

境といった人工物）との間でも一種の協調関係が築かれており、不可分

であるという考え方。従来のように人とモノを従属関係で位置づけず、対

等あるいは同等の存在だと定義する点が新しく、知識生産の効率化など

を進めるうえで有効だとされている。

　この考え方に基づくと、人と人工物（artifact）、企業でいえばワーカー

とオフィスは不可分であり、両者によって構築されるネットワークの質こそ

が知識創造の生産性を大きく左右するのです。

　実はこのような発想は決して新しいものではありません。日本の近代哲

学の祖でもある西田幾多郎は、知識創造を可能にする「場所」の重要

性に早くから気づいていました。

　「場」とは、決してスペースだけを示すのではありません。そこにいる人間

の自覚や意識が存在する環境といった意味になります。そしてもちろん、職

場ごとに最適化されたオフィスは、「場」を構成するものの一つとして大きな

比重を占めます。

　人がそれぞれの持つ「知」によって個性的な行動をとるように、オフィス

だってデザインした人やつくった人の「知」が形になったものなのですから、

どんなものでもいいとはいえないのですよね。人材が経営資源であるなら

オフィスも同じ。それなのに人についてだけ語り、オフィスには言及しない

というのは、経営を考える上でおかしな話だと思います。

　近年、ネットワークやデータベースといったIT環境が急速に進化し、整

備されたことで、「場」の重要性はますます高まってきました。現実のオフィ

スとバーチャルなサイバースペースはどちらも「場」の性格を決定づけるも

のであり、それに対して経営学からももっとアプローチしていくべきなので

はないでしょうか。

　そんな考えから、私は4年ほど前から、オフィスや情報を含めた働く環境

と知的生産性との関係を調べる研究を開始しました。幸い、論文のいく

つかがNOPA（ニューオフィス推進協議会）の目に止まり、そこから多くの

オフィス関係者や研究者とのお付き合いが始まっていったのです。NTT

ドコモと日本コムシスで先進的なオフィスづくりを続けてこられた潮田邦夫

さんにもご協力いただいて研究をすすめ、2007年夏には一緒に本を出さ

せていただきました。

魔法のようなオフィス革命　社員が活きる！会社が伸びる！
　
いま注目の究極の職場スタイル
「クリエイティブ・オフィス」の全ノウハウ
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社員のコミュニケーションを活性化し、仕事の創造性を飛躍的にアップさ

せる「クリエイティブ・オフィス」。仕事への取り組み方を意識改革し、生

産性を高めるオフィスのつくり方と実践例を、豊富な図版でわかりやすく

解説する。

第1章　会社と社員を活性化するためには

この「オフィス革命」が不可欠

……旧態依然の職場から脱却するために

第2章　あなた自身の行動パターンを

三つの「ワークスタイル」に変える

……「知動説」「転知創造」「展知創造」とは何か

第3章　仕事への意識が高まる魔法の「オフィス・レイアウト」とは

……机とイスの選び方、席の配置…の絶妙ノウハウ

第4章　オフィス革命がもたらす「画期的な成果」の数々

……効率アップ・意識改革・開発力強化という果実

第5章　実際の成功例から学ぶ「導入と定着」の極意

……仕掛けからコスト、周囲の説得術まで

エピローグ　「クリエイティブ・オフィス」が日本の企業力を強化する

……世界をリードする日本発のソフトパワー

■ 会話と対話とではコミュニケーションの質が違う

　オフィスのスタイルを変えたり、デスクのレイアウトを工夫したりすると、

働く場と知識創造の生産性との間には、思っていた以上に大きな相関

関係があることがわかりました。特に効果的なのは、多様なコミュニケーショ

ンのためのスペースづくりです。

　たとえば大学にある私の研究室では、所属する学生に個人用のデスク

とパソコンが与えられる部屋が1つ用意されていました。しかしそれに加え

て、もう1室、食事や休息などにも利用できるフリースペースを設けてみた

ところ、それこそ「オフィスパワーが発揮された」と呼んでもいいほどの劇

的な変化があったのです。

　個人デスクやゼミ室でメンバーが会うとき、それは「相手がそこにいるこ

と」がわかっているのですから、当然、何かしらの目的があり、その用事が

済めば会話は自然に収束に向かいます。つまり話が弾むことは少ないの

ですね。

　ところがフリースペースの場合は、「たまたま通りがかった」といった予

期せぬ出会いがメインになりますから、たまたま伝言しなければならないこ

とがあっても、それだけで会話は終わりません。自然に雑談が多くなってい

きます。

　その結果、発想の内容が豊かになっていくのです。フリースペースにも

ホワイトボードが置いてあり、研究に関する議論が始まればすぐに記述で

きるようになっているのですが、新しいアイデアはたいていそこで生まれます。

まさに驚くほどの成果でした。

  ▼「スペシャルインタビュー」の下記バックナンバーはhttp://www.websanko.comをご覧ください。

・08年  II号 女性の意見をもっとオフィスづくりに反映させたい！そんな思いでスタートした小さな勉強会が大きく広がり10周年を迎え、
                  JFMA賞功績賞を受賞できたのはFMが必要とする「多彩な視点」を活かせたから 古阪幸代氏
・07年  IV号 均一化した空間ではなく「個別の環境要求」に応えるオフィスはモチベーション向上、コストの削減、環境負荷軽減に効果的だ　三木光範氏
・07年  III号 知識創造時代のオフィスは経営戦略に従うだけでなく「企業文化」を反映するものでなければならない！ 松岡利昌氏
・07年  II号 ナレッジマネジメントのプロセスに合わせた知識創造型の組織とワークプレイスが必要だ！ 紺野　登氏
・06年 IV号 本当のプロが最大の力を発揮できるように、日本のオフィスを変えていく 米倉　誠一郎氏

 

■人とオフィスは不可分の関係にある
オフィスや情報システムなどを含めた働く「場」とワーカーは相互関係
のネットワークを構築しており、分けずに考えるべきである。したがって経
営改革においてオフィスの問題は無視できない。

■経営学からも新オフィスを考えていくべき
経営学からのオフィスへのアプローチは注目を集めている。今後はオフィ
スの専門家とも共同で新しいワークプレイスの研究をしていく必要がある。

■知識創造にはそれに適した「場」が必要だ
情報処理型のスペースだけでは知識創造につながる自由な発想や偶
発的な交流は生まれない。まず「きっかけ」となるコミュニケーションス
ペースを用意し、作業しやすい環境を工夫していくべきだ。会話ではな
く対話や論議の生まれる環境を。

■私語や雑談は経営上の無駄ではない！
情報処理型の業務スタイルでは時間やコストの無駄だと思われていた

従業員の私語や雑談は、知識創造時代においては価値の源泉となる。
したがって、それを活発にするための投資をするべき。

■オフィスづくりはBPRの一環である
オフィス改革の目的はビジネスプロセス・リエンジニアリングなのだから、
施設やデザインといった領域だけにこだわらず、全体最適のためのコン
トロールを優先する。

■ホウレンソウは攻めの経営にはならない
報告・連絡・相談だけでは情報処理以上の業務はできない。組織内のあ
らゆる階層からの意見や発想を活かすエンパワーメントを推進すべきで
あり、オフィス改革はそのための有効な手段の一つとなる。

■10年前の成功体験が役に立たない時代だから
アジアや中国の躍進に対し、日本企業が生き残る道は知識創造型組織
への変革しかありえない。オフィスを含めた「場」への投資ができる企業
だけが今後の成長を約束される。

スペシャルインタビュー ● はやわかりメモ

 




